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はじめに 

豊富に蓄積された森林資源を積極的に活用すべき時期を日本の森林は迎えています。そこで、

木材が持つ様々な価値を再評価し、この資源を積極的に活用しようという動きが土木関係者の

中で持ち上がりました。 

「土木における木材の利用拡大に関する横断的研究会(以下、「横断的研究会」という。)は、こ

の様な背景の下、（一社）日本森林学会、（一社）日本木材学会、（公社）土木学会が協力して

2007(平成19)年に立ち上げた団体です。土木学会に「木材工学委員会」が設置された

2012(平成24)年以降は、木材工学委員会と連携しながら、土木における木材の利用拡大に向

け、共同研究の推進、シンポジウムの開催などの活動を続けております。 

この中で2012(平成24)年3月には、土木分野における木材利用量のポテンシャル推計に取り

組み、木材利用量を100万m3/年から400万m3/年へと増加させるためのロードマップを作成す

ると共に、その実現に向け提言「土木分野における木材の利用拡大に向けて」を関係省庁、関係

諸団体、教育機関などに向けて公表しました。2017(平成29)年3月には第2次提言、「土木分野

での木材利用拡大に向けて-地球温暖化緩和・林業再生・持続可能な建設産業を目指して-」を

先の3学会と共に作成し、多数の学術団体やその他の団体からの賛同も得た上で、林野庁長官

及び国土交通省技監に提出し記者発表を行いました。さらに、この提言に合わせて「土木技術者

のための木材工学入門」を出版し、木材になじみのない土木技術者に対して森林や木材を分かり

やすく解説する取組も始めました。この入門書は発行から日が浅いにもかかわらず初版が完売し、

現在は注文の都度オンデマンド印刷で対応しているところです。 

しかしこの様な取組にもかかわらず、実社会に目を転じると、土木分野における木材利用が必

ずしもロードマップ通りに進んでいない現状が見えてきます。 

これに対し、建築の分野では、国産材CLTの開発やそれを用いた工法の開発を積極的に行い、

最新の構法で木造マンションや木造校舎を建てられるようにするなど、今まで木材が使えなかっ

た様々な建築物での需要が拡大しつつあります。このような需要拡大が可能となった背景には、

林野庁が建設事業者などと取り組んでいる(1)木造のイメージをチェンジ、(2)低層非住宅・中高

層建築物を木造にチェンジ、(3)持続可能な社会へチェンジする「ウッド・チェンジ！」活動が大き

な役割を果たしていると考えられます。 

そこで、長野麻子林野庁木材利用課長にこれらの取組についてご紹介いただくと共に、土木で

ウッド・チェンジを加速するために何が必要かパネル討論を行うことにより、土木分野での木材利

用の拡大について考える機会を設けたいと考え第11回木材利用シンポジウム「土木でもウッド・

チェンジ！」を2021（令和2）年3月にオンラインで開催しました。

本冊子は、長野課長のご講演及びそれと併せて行われた土木学会選奨土木遺産受賞記念講

演、木材工学委員会研究小委員会活動報告などを取りまとめ、公開するものです。今回のシンポ

ジウムとこの冊子が、土木分野における木材の需要拡大に向けた皆様の一助となれは幸゙いです。 

最後になりましたが、幹事学会として事務局運営や会議室の提供など多大なこ協゙力をいただい

ております土木学会並ひに゙関係各位に感謝申し上げ、今後の活動にさらなるご協力をお願い申し

上げます。 

2021 年 3 月 土木における木材の利用拡大に関する横断的研究会 委員長 桃原郁夫 
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土木でもウッド・チェンジ！ 
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話題提供 沼田淳紀 木材工学委員会幹事長 

「ウッド・チェンジに向けた様々な取組」 
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木橋䛾㧗度化技⾡研究小委員会䠄2007䡚2009䠅
委員㛗䠖平沢秀之䠄函㤋㧗専䠅
委員䠖33名

土木学会建タ技⾡研究委員会

㛫伐材䛾利活用技⾡
研究小委員会䠄2006.8䡚2009.7䠅
委員㛗䠖石田修䠄大成建タ䠅
委員䠖8名

ᄂᆮ会委員会のኺዾ

4
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木材工学委員会 5

¾ CO2収支ホ価研究䠄委員㛗䠖村㔝䠅
¾ 木橋研究䠄委員㛗䠖佐䚻木䠅
¾ 木〇治山䡡治水構㐀物䛾⪏久性ホ価小委員会䠄委員㛗䠖㔝田䠅
¾ 地中木材䛾⪏久性䛸⪏㟈性研究䠄委員㛗䠖末次䠅
¾ 木〇建タ㈨材䛻㛵䛩䜛研究䠄委員㛗䠖木村䠅
¾ 広報小委員会䠄委員㛗䠖池田䠅
¾ ㄽ文㞟⦅㞟䠄委員㛗䠖原䠅

JSCEங工学委員会(委員ᧈᲴ吉ဋ)

a.環境䡡学⾡䡡教⫱䡡広報
b.短期炭⣲㈓留型構㐀物
䡲䢚䡬䢀䢚䢖䡬䢕䠈木柵䠈㐽㡢壁etc

c.炭⣲中立型構㐀物
治山治水䝎䝮䠈䛾䜚㠃保ㆤ䠈➽工etc

d.炭⣲㈓留型構㐀物
木杭䠈地盤⿵強䠈液状化対⟇etc

ங工学委員会

䐟利用拡大䛜㐍䜣䛰䛣䛸䠈䛭
䛾理由

䐠利用拡大䛜㐍䜎䛺䛛䛳䛯
䛣䛸䠈䛭䛾理由

䐡今後䛾ㄢ㢟

䐢利用拡大䜈向䛡䛯施⟇

木材工学委員会 6

㡯 目 内 容

䐟利用拡大䛜㐍䜣䛰䛣䛸䠈
䛭䛾理由

䞉科学的根拠䛷䠈気候変動⦆和効果䛾定㔞ホ価䛜㐍䜣䛰
䞉定㔞ホ価䛷䠈廃棄後䛾再利用䛜㔜せ䛺䛣䛸䛜明䜙䛛䛻
䞉書⡠䛾1,000㒊完売䠈査ㄞ付䛝ㄽ文㞟化

䐠利用拡大䛜㐍䜎䛺䛛䛳
䛯䛣䛸䠈䛭䛾理由

䞉LCCO2䛿小䛥䛔䛜䠈䝁䝇䝖㧗䛜多䛔
䞉木材䛾書⡠䜢扱䛖授業䛜䛺䛔
䞉木材䜈䛾ㄗゎ䠈PR不㊊

䐡今後䛾ㄢ㢟 䞉木材利用䛜䜶䝛䝹䜼䞊利用䜘䜚優先䛥䜜䜛仕⤌䜏作䜚
䞉気候変動対⟇䛸⤒済対⟇䛜両立䛩䜛仕⤌䜏作䜚

䐢⥲括 䞉土木䛷䛾木材利用䛾実態把握
䞉気候変動⦆和効果䜔⤒済波及効果䛾学⾡的䛺定㔞ホ価
䞉生物劣化䛸䛭䛾対⟇䛻㛵䛩䜛䡿䢚䡬䡼積䛸情報䛾発信
䞉査ㄞ化䛥䜜䛯ㄽ文䛾発⾜
䞉木材䛾教⫱䛸木材利用方法⤂介䛾推㐍

a.環境䡡学⾡䡡教⫱䡡広報分別ዮ括

加用千⿱ 2018

䡲䢚䡬䢀䢚䢖䡬䢕䛾GHG排出㔞

木〇 㗰〇

6



木材工学委員会 7

㡯 目 内 容

䐟利用拡大䛜㐍䜣䛰䛣䛸䠈
䛭䛾理由

䠄䞉減少䜎䛯䛿横䜀䛔傾向䛾䜘䛖䛻ぢ䛘䜛䠅

䐠利用拡大䛜㐍䜎䛺䛛䛳
䛯䛣䛸䠈䛭䛾理由

䞉新つ採用機会䛾減少䠈交換時䛾別⣲材䜈䛾㌿換
䞉知㆑不㊊䠈相ㄯ場所䛾不㊊
䞉木〇品䛜㧗価䠈予⟬不㊊
䞉⪏久性䛻㛵䛩䜛䜶䝡䝕䞁䝇不㊊

䐡今後䛾ㄢ㢟 䞉〇品䛚䜘䜃⥔持⟶理䜢含䜑䛯䝁䝇䝖⦰減
䞉災害䛻強䛔〇品㛤発䛚䜘䜃災害復旧䛻効果的䛺〇品㛤発
䞉〇品䛾つ格化䠈全国一律価格䛷供⤥䛥䜜䜛䝅䝇䝔䝮䛵䛟䜚
䞉木材ㄪ㐩䜢含䜑䛯䡷䢈䢛䢓䡮䡽䡦䡬䢙䛾䡶䡬䡿䢚䡤䢄䡬䡼䛜必せ

䐢⥲括 䞉LCCO2䛸䝁䝇䝖䜢⦰小化䛩䜛䡷䢈䢛䢓䡮䡽䡦䡬䢙䛾構⠏䠄䛣䜜䜢可⬟
䛸䛩䜛〇品㛤発䠈材料䛾つ格化䠈䡰䢄䢕䡳䢚䡬利用䠅
䞉災害䛻䜘䜛発生材䛾低次加工䛷䛾災害復旧䛻対応可⬟䛺
建材䞉木〇品䛾㛤発

b.短期炭⣲㈓留型構㐀物
䡲䢚䡬䢀䢚䢖䡬䢕䠈木柵䠈㐽㡢壁etc ※環境䠈教⫱䠈広報䛿䠈a䠊䜈䠊

分別ዮ括

木材工学委員会 8

㡯 目 内 容

䐟利用拡大䛜㐍䜣䛰䛣䛸䠈
䛭䛾理由

䞉㌾弱地盤対⟇䞉液状化対⟇䛾㐺用事例䛜増加䛧䛯
䞉水㊰基礎䛺䛹䛷䛿⿵助的䜢含䜑木杭䛜使䜟䜜䛶䛔䜛
䞉地盤対⟇工法䛷䛿➨三⪅ㄆ定䛺䛹䜢取得䛧䛯
䞉気候変動⦆和䛸䛺䜛䛣䛸䛜ㄆ知䛥䜜始䜑䛯
䞉地下水以深䛷生物劣化䛧䛺䛔䛣䛸䛜実ド䛥䜜始䜑䛯
䞉他工法䛸比㍑䛧䛶䝁䝇䝖㠃䜢含䜑優䜜䛶䛔䜛点䜒多䛔

䐠利用拡大䛜㐍䜎䛺䛛䛳
䛯䛣䛸䠈䛭䛾理由

䞉ㄆ知度䛜低䛟䠈地中䛷木材䛿⭉䜛䛸䛔䛳䛯先入ほ䛜強䛔
䞉他工法䛸比㍑䛧䝁䝇䝖㧗䛸䛺䜛䜿䞊䝇䜒少䛺䛟䛺䛔
䞉地盤改Ⰻ工法䛿他工法䛸䛾競䛔合䛜激䛧䛔

䐡今後䛾ㄢ㢟 䞉工法䛾䛥䜙䛺䜛䝁䝇䝖⦰減
䞉工法䛾一⯡化

䐢⥲括 䞉技⾡㛤発䠄䝁䝇䝖⦰減䠈大つ模化䠈汎用性拡大etc䠅
䞉㐣去䛾事例䛾積䞉分析䛸䛭䛾公⾲

䡀.炭⣲㈓留型構㐀物
地盤⿵強䠈液状化対⟇䠈杭etc ※環境䠈教⫱䠈広報䛿䠈a䠊䜈䠊

分別ዮ括

䝟䜲䝹䝛䝑䝖工法 QP䝟䜲䝹工法 環境䝟䜲䝹工法 LP-SoC工法 LP-LiC工法

7



木材工学委員会

工法䡡構㐀物䡡〇品䡡䝅䝇䝔䝮䛾技⾡㛤発

9

土木でのウッドチェンジへ向けて
持ዓ可Ꮱᅈ会ᲦᏮ໗እᅈ会Ღバイオエコノミー

学⾡

短期炭⣲㈓留型
䠄䡲䢚䡬䢀䢚䢖䡬䢕䠈木柵䠈㐽
㡢壁䠈木橋etc䠅

炭⣲中立型
䠄治山治水䝎䝮䠈䛾䜚
㠃保ㆤ䠈➽工etc䠅

炭⣲㈓留型
䠄木杭䠈地盤改Ⰻ䠈液
状化対⟇etc䠅

䞉加工䛧䜔䛩䛔
䞉䜶䝛䝹䜼䞊利用可⬟
䞉用㏵䛜沢山䛒䜛

䞉劣化䛩䜜䜀⮬然䛻戻䜛 䞉条件䛜揃䜝䜟䛺䛡䜜䜀劣化䛧
䛺䛔
䞉炭⣲䜢㛗期㈓ⶶ可⬟
䞉つ模䛜大䛝䛺䜒䛾䛜多䛔

広報環境ホ価 教⫱

全体ዮ括

無理䛧䛶䜒木材䜢使䛖 ㌟䛾丈䛻䛒䛳䛯䠈特㛗䜢活䛛䛧優位䛺䛸䛣䜝䛻使䛖

木材工学委員会

䝞䜲䜸䝬䝇利用

102021.2.22朝日新⪺

சஹ像

化石燃料䛻
依存䛧䛯社会

䝞䜲䜸
䝬䝔䝸䜰䝹

䝞䜲䜸
䜶䝛䝹䜼䞊

土木利用

8



崎崫崱嵣崩崏嵛崠峕向岻峉様々峔取組

2021.３.８
林野庁木材利用課長

長野麻子

森林蓄積（注）峙、52億立方
岽峘半世紀峑大幅増
特峕人工林岶５倍増加
注：森林峼構成峃峵 幹峘体積峘岽峒

6 
19 

33 
13 

16 

19 

19 

35 

52 

 S41
(1966)

 H7
(95)

H29
(2017)

人工林 天↛林➼

㈨料䠖平成30年䠐月林政審㆟会㈨料䛂全国森林ィ⏬䛾⟇定䛻䛴䛔䛶䛃䠄平成29年3月31日⌧在䠅

人工林 天↛林

増 加

人䛾手䛻䜘䛳䛶
⫱䛶䜙䜜䛯森林

単位䠖䠄億m3䠅

人工のೡશ面
11㱋⣭(51䡚55年⏕)
以上䛾人工林

50䠂

(㱋⣭)

䠄万ha䠅

の

㈨料䠖平成30年䠐月林政審㆟会㈨料䛂全国森林ィ⏬䛾⟇定䛻䛴䛔䛶䛃䠄平成29年3月31日⌧在䠅
注1䠖 㱋⣭䠄人工林䠅䛿䚸林㱋䜢䠑年䛾幅䛷䛟䛟䛳䛯単位䚹ⱑ木䜢植栽䛧䛯年䜢䠍年⏕䛸䛧䛶䚸1䡚5年⏕䜢䛂䠍㱋⣭䛃䛸数䛘䜛䚹
注2䠖 森林法➨5条及䜃➨7条2䛻基䛵䛟森林ィ⏬䛾対㇟䛸䛺䜛森林䛾㠃✚䚹

人工林峘約半数岶
51～55年生峒峔峵主伐期（注）峼
迎岲峎峎あ峵
注：更新峨峉峙更新準備峘峉峫峕行う伐採

主䛸䛧䛶⮬↛䛾力䛻䜘䛳䛶
成❧䛧䛯森林

7 10 11 16 22 
35 

58 

85 

111 

153 
159 

143 

89 

34 
19 16 

13 10 

26 

0

50

100

150

200

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19䠇

ⱝ䛔森林䜢増䜔䛧䛶

䛔䛟必せ

森林資源峘現状

1
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自然資本峒SDGs（持続可能峔開発⽬標）
〇 自然資本峙他峘崜嵤嵓峘⼟台。
〇 自然資本岵峳生峩出岿島峵様々峔峬峘峼活岵峃岽峒峑、私峉峋峘社会峙成立。
自然資本峼持続可能峔峬峘峒峁峔岻島峚 他峘崜嵤嵓峘達成峙望峫峔い。

Social Capital  
社会資ຌ

パートナーシップ

経済

社会

ਫ਼圏 Natural Capital
⾃ષ資ຌ

出ఱ:Stockholm Resilience Centre (illustrated by Johan Rockstorm and Pavan Sukhdev, 2016)に加ජ

2

ਁྜྷ環境教育健康ଁ

雇༽出
ਕにやさしい
৮づくり

“ྜྷ 業女子” 雇༽出
࿓ಉ環境ඍ

スマートྜྷ業
建෨材開

合๑ൈ採
材のླྀ௪

環境にやさしい
建・ు

雇༽出
ਕにやさしい質空間

合๑ൈ採材
のཤ༽
エシカルভඇ

マテリアルཤ༽
ଆ・質化の
技術開

ોஹ

ৱྋの持କ
可なਫ਼産

森ྜྷの
持କ可
な経営

材の
ཤ༽

きのこ・
ジビエ
のཤ༽

我岶国峘森林峘循環利用峒SDGs峒峘関係

材の
ਫ਼産・加工
・ླྀ௪森ྜྷ空間

のཤ༽

ਭ源ᔽ ોஹ国ౖฯસ ਫ਼ଡ༹“ਁ は海の࿂ਕ”

雇༽出
ྜྷෳ࿊携

１：アイコンの下のช言は、期ଶされる主な効果を記載したものであり、各ゴールの解ઈではない。
２：このほか、ゴール１はਁྜྷに依ଚするਕ々の極ౕのස困の໕、ゴール10はਁྜྷをཤ༽する権ཤのฯ্、ゴール16は持କ可なਁྜྷ経営を

実施するためのガバナンスのૌみのଇに関࿊する。ここに記載していない効果も含め、更にSDGsへの寄༫が広がることが期ଶされる。

企業・個ਕ・行の
パートナーシップによる
ਁྜྷの持କ可の確ฯ

持କ可な
産業

ஏ๏ਫ਼

ਁྜྷサービス
産業

ஏ๏ਫ਼

ஏ๏ਫ਼

“ൈって、使って、৪える”
合๑ൈ採

●ஙឋバイオマス

3
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• 地⌫温暖化㜵止䛻䛿䚸CO2䛾排出削減䛸䛸䜒䛻 CO2䛾吸収源䜢☜保䛩䜛䛣䛸䛜㔜せ䚹2018年度䛻䛚䛡䜛 我䛜
国䛾吸収㔞䛾䛖䛱䚸大㒊分䛿森林䞉木材䛻䜘䜛䜒䛾䚹

• 人工林䛾㧗㱋⣭化䛜㐍䜐中䚸森林吸収㔞䛿減少傾向䚹2050年䜹䞊䝪䞁䝙䝳䞊䝖䝷䝹䛻向䛡䛶䚸森林吸収㔞
䛾向上䜢図䜛䛣䛸䛜㔜せ䚹

䕔 我䛜国䛾吸収㔞䠄2018年度実⦼䠅
京㒔㆟定書

➨1⣙束期㛫

2008䡚2012年

京㒔㆟定書

➨2⣙束期㛫

2013䡚2020年

2021

䡚2030年

日本䛾
温室効果
䜺䝇削減
┠標

期㛫平均
6䠂

1990年度
⥲排出㔞比

2020年度
3.8%以上

2005年度
⥲排出㔞比

2030年度
26.0%

2013年度
⥲排出㔞比

今世⣖後半䛻
人Ⅽⓗ䛺

排出䛸吸収䛾均⾮

森林
吸収㔞
┠標

期㛫平均
3.8%

䠄同上比䠅

2020年度
2.7%以上
䠄同上比䠅

2030年度
2.0%

䠄同上比䠅
Ⳣ⥲⌮所信⾲明

2050年䜎䛷䛻
温室効果䜺䝇䛾
排出䜢全体䛸䛧䛶
䝊䝻䛻䛩䜛

※

4,767万
CO2䝖䞁

3,800万
CO2䝖䞁以上

2,780万
CO2䝖䞁

䝟䝸協定䠄期㝈↓䛧䠅

䕔 温室効果䜺䝇排出削減䛸森林吸収㔞䛾┠標

䈜䠖我䛜国䛿➨2⣙束期㛫䛻参加䛧䛶䛔䛺䛔䛜䚸䜹䞁䜽䞁合意䛻基䛵䛝䚸削減┠標䜢条⣙事務局䛻Ⓩ㘓済

地⌫温暖化
対⟇ィ⏬

2050年䜎䛷䛻
80䠂䛾温室効果䜺䝇排
出削減䜢┠指䛩

林 㱋

䝇 䜼

広ⴥ樹

成

㛗

㔞

䠄30年⏕䠅 䠄㧗 㱋䠅䠄40年⏕䠅

䛆林㱋䛻䜘䜛成㛗㔞䛾㐪䛔䛇

0

50

100

150

200

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20䠇
䈜林㔝庁䛂森林㈨源䛾⌧況䛃䠄H29.3.31䠅 䠄㱋⣭䠅

䠄万ha䠅

人工林䛾半数䛜
50年⏕以上

㧗㱋⣭化

䛆人工林䛾㱋⣭構成䛇

㧗㱋䛻䛺䜛䛸成㛗㔞䛜減少䛧䚸
年㛫䛾CO2吸収㔞䜒減少

䕔 森林㈨源䛾≧況

䕿 我䛜国䛾人工林䛿㧗㱋⣭化䛜㐍⾜

䕿 人工林䛜㧗㱋化䛩䜛䛸䠍ha当䛯䜚䛾
吸収㔞䛜減少

森林吸収㔞䛿㛗期ⓗ䛻減少傾向

䈜国❧⎔境◊✲所䠖2018年度䛾温室効果䜺䝇排出㔞䠄☜定値䠅䛻䛴䛔䛶
䈜四捨五入⾲グ䛾㛵係䛷䚸各せ⣲䛾⣼ィ䛸合ィ値䛿必䛪䛧䜒一⮴䛧䛺䛔

森林䠄木材含䜐䠅

⣙4,700万CO2䝖䞁

䠄84䠂䠅

㎰地䞉∾ⲡ地
⣙750万CO2䝖䞁

䠄13䠂䠅

㒔市⥳化➼
⣙120万CO2䝖䞁

䠄2䠂䠅

合ィ
⣙5,590万

CO2䝖䞁

¾ 我䛜国䛾吸収㔞
䛾䛖䛱䚸䠔割以上䛜
森林䛻䜘䜛吸収㔞

¾ 森林吸収㔞䛻䛿䚸
伐採木材〇品
(HWP)䛻䜘䜛Ⅳ⣲
㈓ⶶ効果䜢含䜐

日本䛾⥲排出㔞䛿
12.4億CO2䝖䞁(2018年䠅

地球温暖化対策峒森林吸収源

4

• ᳃ᯘはCO2を吸収し、固定するとともに、木材として利⏝することで㛗期㛫㈓ⶶ可⬟。加えて、┬エネ
㈨材である木材や木㉁バイオマスのエネルギー利⏝は排出削ῶにも寄与。

• 2050年カーボンニュートラルの実⌧に㈉⊩するためには、㛫伐の╔実な実施に加えて、「伐って、
使って、᳜える」という㈨※の循⎔利⏝を㐍め、人工ᯘのⱝ㏉りを図るとともに、木材利⏝を拡大す
ることが有効。

排出削減䛻寄与䛩䜛木材䞉木㉁䝞䜲䜸䝬䝇

吸収源䞉㈓ⶶ庫䛸䛧䛶䛾森林䞉木材

¾ 森林䛿CO2䜢吸収
樹木䛿✵気中䛾CO2䜢吸収䛧䛶成㛗

¾ 木材䛿CO2䜢㈓ⶶ
木材〇品䛸䛧䛶利⏝䛩䜜䜀㛗期㛫Ⅳ⣲䜢㈓ⶶ

¾ 木材䛿┬䜶䝛㈨材
木材䛿他䛾㈨材䜘䜚〇㐀時䛾䜶䝛䝹䜼䞊消㈝䛜少䛺䛔

¾ 木㉁䝞䜲䜸䝬䝇䛿化▼⇞料代替䜶䝛䝹䜼䞊
Ⓨ㟁䚸⇕利⏝䛻䜘䜚化▼⇞料䜢代替

2050年䜹䞊䝪䞁䝙䝳䞊䝖䝷䝹䛻㈉⊩

CO2

CO2
CO2

林業䛾成㛗⏘業化
地方創⏕䛻䜒寄与

使䛖

⫱䛶䜛

収✭䛩䜛

㐀林

主伐

下刈䜚㛫伐

植䛘䜛

䜶䝸䞊䝖䝒䝸䞊

㒔市䛾木㐀化 新⣲材㛤Ⓨ

木㉁䝞䜲䜸䝬䝇利⏝

ⱝ䛔林䛿CO2䜢
䜘䜚多䛟吸収

䜶䝛䝹䜼䞊利⏝䛻䜘䜚
化▼⇞料䜢代替

木材䛿CO2䜢
㛗期䛻㈓ⶶ

䛂伐䛳䛶䚸使䛳䛶䚸植䛘䜛䛃
循⎔利⏝䜢㐍䜑

人工林䛾ⱝ㏉䜚䜢推㐍

木㉁䝞䜲䜸䝬䝇⇞料䜢2,000万m3利⏝
A㔜油⣙120万Kℓ䜢⇕利⏝䛧䛯場合䛾CO2排出㔞┦当䜢代替

CO2

森林䛿
CO2䜢吸収

木材䛿┬䜶䝛㈨材
䠄〇㐀時䛾排出削減䛻寄与䠅

2018年䛾森林吸収㔞実⦼䛿⣙4,700万t-CO2

䠄䛖䛱木材分䛿⣙400万t-CO2䠅

木㐀住宅䛿䚸㠀木㐀䛻比䜉䛶建⠏時䛾
床㠃✚当䛯䜚䛾䠟䠫䠎排出㔞䛜⣙䠏䠋䠑

2019年䛾木㉁䝞䜲䜸䝬䝇䜶䝛䝹䜼䞊䛻䜘䜛
化▼⇞料代替効果䛿⣙400万t-CO2

2050年崓嵤嵄嵛崳嵍嵤崰嵑嵓峢峘森林嵣木材峘貢献

5
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䠄年䠅
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H14

(2002)

H24

(2012)

H30

(2018)
H32┠ᶆ

(2020)

H37┠ᶆ

(2025)

〇材⏝材 合ᯈ⏝材 パルプ㺃チップ⏝材 ⇞料材 その他⏝材

国産材峘利用量峘現状

䕔国⏘材䛾⏝㏵別内ヂ

(万㎥)

㈨料䠖林㔝庁䛂木材㟂⤥⾲䛃
注䠍䠖数値䛾合ィ値䛿䚸四捨五入䛾䛯䜑ィ䛸一⮴䛧䛺䛔場合䛜䛒䜛䚹
注䠎䠗䛂⇞料材䛃䛿䚸䝨䝺䝑䝖䚸⸄䚸Ⅳ䚸⇞料⏝䝏䝑䝥䛷䛒䜛䚹

䠄䛯䛰䛧䚸H14䚸19䚸24䛾⇞料材䛻䛿⇞料⏝䝏䝑䝥⏝材䛿含䜎䛺䛔䚹䠅
注䠏䠖䛂䛭䛾他䛃䛸䛿䚸䛧䛔䛯䛡原木䚸原木㍺出➼䛷䛒䜛䚹

㈨料㸸ᯘ㔝庁「木材㟂⤥⾲」
ὀ㸯㸸数値の合ィ値は、四捨五入のためィと一⮴しない場合がある。
ὀ㸰㸸㍺入〇品には、㍺入⇞料材を含む。

䕔木材䛾供⤥㔞䛾推⛣

1964年

木材㍺入

⮬⏤化

1973年

⥲㟂せ㔞

䝢䞊䜽

1980年

木材価格

䝢䞊䜽

1996年

㍺入㔞

䝢䞊䜽

2002年

木材⮬⤥⋡

最低

現在
(2019年)
37.8Ჟ

国င材

入丸太

輸入製品
1955年

2019年

木材⮬⤥⋡(右㍈䠅

19

8,191万m3

○国産材峘供給量峙、2002年峼底峕増加傾向。 木材自給率峬、2002年峘18.8％峼底峕上
昇傾向峑推移峁、2019年峙９年連続峘上昇峑37.8％。

R2┠ᶆ
(2020)

R1
(2019)

H24
(2012)

H14
(2002)

R7┠ᶆ
(2025)

基本ィ⏬
⏝㏵別利⏝㔞䛾┠標

6

〇森林資源峘成熟峮木質崸崌崒嵆崡峼中心峒峃峵木材利用峘拡大峕峲峴、近年主伐岶進
峪傾向。

〇一方、主伐後峘再造林峕峎い峐峙、木材価格峕比峁峐再造林崛崡崰岶岵岵峵岽峒峮労働
力峘不足等岵峳低迷峁峐い峵状況。

7

保⫱㛫伐䞉
㛫伐

58万円

㝖伐
31万円

下刈
81万円

植付
27万円

ⱑ木代
35万円

30万円

注䠖H30標準単価䜘䜚作成
䝇䜼3000本/ha植栽䚸下刈䠑回䚸㝖伐䠎回䚸
保⫱㛫伐䠍回䚸搬出㛫伐䠄50䡚60m3/ha䠅䠍回

9 伐採䜎䛷䛾䝁䝇䝖䛾
⣙䠓割䛜初期㈝⏝

14.6 
12.6 

10.0 
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21%
25%

18% 17%

0%
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30%

0
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S55
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(85)

H2

(90)

7

(95)

12

(2000)

17

(05)

22

(10)

27

(15)

林業

従事⪅数

㧗㱋化⋡

䠄右㍈䠅

ⱝ年⪅⋡

䠄右㍈䠅

㈨料䠖⥲務┬䛂国勢ㄪ査䛃
注1䠖㧗㱋化⋡䛸䛿䚸⥲数䛻占䜑䜛䠒䠑歳以上䛾割合䚹䜎䛯䚸ⱝ年⪅⋡䛸䛿䚸⥲数䛻占䜑䜛䠏䠑歳未満䛾割合
注2䠖林業従事⪅䛸䛿䚸就業䛧䛶䛔䜛事業体䛾⏘業分㢮䜢問䜟䛪䚸森林内䛾⌧場作業䛻従事䛧䛶䛔䜛⪅䚹
䠄参⪃䠅H27年䛾全⏘業䛻䛚䛡䜛㧗㱋化⋡13䠂䚸ⱝ年⪅⋡24䠂

(万人)

(年)

林業జ事者は約14.8万人呌約4.5万人
（ೣ和55年） （平成27年度）

機密性〇情報                              

〇〇㝈り 

地拵
じごしら

䛘 

䕔 林業従事⪅䛾推⛣

䕔 㐀林䞉保⫱作業䛻せ䛩䜛䝁䝇䝖

9 木材価格䛜低㏞䛩
䜛中䚸㐀林作業䛾低
䝁䝇䝖化䛻向䛡䛯取
⤌䜢強化䛩䜛䛣䛸䛜
必せ

䕔 ㏆年䛾主伐㠃✚䛾推⛣

6.8 7.3 7.2 7.7 
8.4 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

H25 H26 H27 H28 H29
䈜林㔝庁業務㈨料䠄民有林䛾主伐㠃✚䛿推ィ値䠅

䠄万ha䠅

䠄年度䠅

主ᅇ面積は近年増加ൊ向

伐採後峘再造林峘課題

12



〇 人口減から新設住宅着工戸数も減少することが見込まれ、低ಽ住宅の外
౫から国産౫への切り౹え、中高ಽ住宅や住宅以外の建ണ物での木౫利用を
യ進することが重要

䖃新タ住宅╔工戸数䛾実⦼䛸予測⤖果

※株式会♫㔝村⥲合◊✲所䠤䠬䜘䜚引⏝䠄平成䠏䠌年䠒月公⾲䠅䚹

3,732 

41,228 

4,314 

3 

2 

538 

7,189 

4,572 

3,207 

13,106 

020,00040,00060,000

1,822 

1,451 

94 

6 

0 

7,778 

8,199 

3,893 

6,387 

7,207 

0 10,000

䠍㝵

2㝵

3㝵

4䡚5㝵

6㝵以上

㠀木㐀 木㐀

住宅 㠀住宅

㈨料䠖国土交㏻┬䛂建⠏╔工⤫ィ䛃䠄平成29年䠅
注䠖住宅䛸䛿居住専⏝建⠏≀䚸居住専⏝準住宅䚸居住⏘業併⏝建⠏≀䛾合ィ
䛷䛒䜚䚸㠀住宅䛸䛿䛣䜜䜙以外䜢䜎䛸䜑䛯䜒䛾䛸䛧䛯䚹

䖃䠤29年䛻╔工䛥䜜䛯建⠏≀䛾床㠃✚䠄⏝㏵䞉㝵層別 䠅

(千䟝)
出所䠅実⦼値䛿䚸国土交㏻┬䛂建⠏╔工⤫ィ䛃䜘䜚䚹予測値䛿䠪䠮䠥䚹

㕲䞉䝁䞁䜽䝸䞊䝖䛛䜙
国⏘材利⏝䜢促㐍

外材䛛䜙国⏘材䜈䛾
切䜚替䛘促㐍

木材利用峘崧嵤崚崫崰

8

○ 法律峘施行後、公共建築物峘木造率峙上昇傾向峑推移峁、特峕、国峘基本方針峕岴い峐、積極
的峕木造化峼促進峃峵岽峒峒岿島峐い峵低層（３階建峐以下）峘公共建築物峕岴い峐峙、平成30
年度峘木造率峙26.5％峒峔峍峉。

䛂建⠏╔工⤫ィㄪ査平成30年度䛃䠄国土交㏻┬䠅䛾䝕䞊䝍䜢元䛻林㔝庁䛜ヨ⟬

ὀ㸯 木㐀とは、建⠏基‽ἲ➨2᮲➨5号の主せᵓ㐀㒊㸦壁、ᰕ、床、はり、屋᰿又は㝵ẁ㸧に木材を利⏝したものをいう。
ὀ㸰 木㐀⋡のヨ⟬の対㇟には住宅を含む。また、新⠏、増⠏、改⠏を含む㸦低層の公共建⠏≀については新⠏のみ㸧。
ὀ㸱 「公共建⠏≀」とは国及び地方公共団体が建⠏する全ての建⠏≀並びにẸ㛫事ᴗ⪅が建⠏する教⫱施タ、医⒪・⚟♴施タ➼の建⠏≀をいう。

9

公共建築物峘木造率峘推移

8.3% 8.4% 9.0% 8.9%
10.4%

11.7% 11.7%
13.4% 13.1%

17.9%

21.3% 21.5% 21.0%
23.2%

26.0% 26.4% 27.2% 26.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

公共建⠏≀䛾木㐀⋡䛾推⛣

公共建⠏≀

低層䛾公共建⠏≀
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10

建⠏╔工⤫ィ䠄国土交㏻┬䠅䛾䝕䞊䝍䜢元䛻当ヱ年度䛻╔工䛥䜜䛯建⠏≀䛾木㐀⋡䜢林㔝庁䛜ヨ⟬䚹
䈜䛂公共建⠏≀䛃䛸䛿䚸国及䜃地方公共団体䛜建⠏䛩䜛全䛶䛾建⠏≀並䜃䛻民㛫事業⪅䛜建⠏䛩䜛教⫱施タ䚸医⒪䞉⚟♴施タ➼䛾建⠏≀䜢ゝ䛖䚹
䈜木㐀䛸䛿䚸建⠏基準法➨2条➨5号䛾主せ構㐀㒊䠄壁䚸柱䚸床䚸䛿䜚䚸屋根又䛿㝵段䠅䛻木材䜢利⏝䛧䛯䜒䛾䜢ゝ䛖䚹木㐀䛸他構㐀䛾混構㐀䛾場合䚸床㠃✚䛾多䛔㒊分䛾構㐀䛸䛺䜛䚹
䈜新⠏䛾䜏(増⠏䚸改⠏䛿含䜎䛺䛔)䚹

都道府県別木造率

＜旭岳崻崠崧嵤崣嵛崧嵤＞ 環境省＜嶺北森林管理署 庁舎＞ 農林水産省

¾ 高知県長岡郡本山町
¾ H30年度竣工
¾ 延峣面積：525㎡
¾ 木造 地上2階建峐
¾ 木材使用量：218㎥

公共建築物峘崎崫崱嵣崩崏嵛崠①

¾ 北海道上川郡東川町
旭岳温泉

¾ H30年度竣工
¾ 延峣面積：649㎡
¾ 木造 平屋建峐
¾ 木材使用量：307㎥

木造 木造

＜江東区立有明西学園＞ 東京都江東区

¾ H30年２月竣工
¾ 延峣面積：約24,500㎡
¾ 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造（一部鉄骨鉄

筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造、鉄骨造及峝木
構造）５階建峐

¾ 木材使用量：約1,166㎥
¾ 構造材峘一部木造化及峝内

装木質化。教室峮廊下峘柱嵣
梁峕峙耐火集成木材峼活用。

木造＋ள造
＋RC造

＜南陽市文化会館＞ 山形県南陽市
木造＋RC造

¾ H27年3月竣工
¾ 延峣面積：5,900㎡
¾ 木造一部RC造
¾ 木材使用量：12,413㎥
¾ 国内初峒峔峵木造耐火

嵃嵤嵓。崱嵤嵈建築物峼
除岷国内最大規模峘木
造建築物。

11
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公共建築物峘崎崫崱嵣崩崏嵛崠②

＜秩父消防署北分署＞ 埼玉県秩父市
木造

¾ H24年竣工
¾ 延峣床面積：約760㎡
¾ 木造２階建峐
¾ 木材使用量：約124㎥
¾ 主要構造部峘柱岴峲峝

梁峕峙集成材峼使用峁、
耐火性峮耐震性峼強化
。

＜花畑あ峃岵苑＞ 東京都足立区

¾ H28年６月竣工
¾ 延峣床面積：約9,773㎡
¾ １階鉄筋崛嵛崗嵒嵤崰造、

２～５階木造
¾ 木材使用量：約2,081㎥
¾ ５建峐峘耐火建築物峘特別養

護老人嵃嵤嵈。特養単体施設峒
峁峐東京都内最大級峑あ峵峒峒
峬峕、崬嵤崸崌崽崑嵤工法峘建物
峒峁峐峬国内最大級。

木造

12

＜峩峮岽下地島空港崧嵤嵇崲嵓＞ 沖縄県宮古島市
木造＋ள造

¾ H30年３月開業
¾ 敷地面積：32,586㎡

延峣面積：12,027㎡
¾ 木造一部鉄骨造
¾ 木材使用量：約1530㎥
¾ CLT峼屋根峘構造材峕採

用。空港崧嵤嵇崲嵓峒峁峐全
国初峒峔峵「崵崫崰嵣崤嵕嵣崐
崵嵓崖嵤崻嵓」

＜東急池上線戸越銀座駅＞ 東京都品川区
木造＋ள造

¾ H28年12月竣工
¾ 延峣面積：約678㎡
¾ 木造一部鉄骨造
¾ 木材使用量：約120㎥

（多摩産材）
¾ 同峂池上線峘旗峘台駅峕

岴い峐峬、CLT峼活用峁峉
木造駅峼整備中。

＜鳥獣害防止柵（北海道河東郡鹿追町）＞

13

農林水産省関係公共⼟木工事峘崎崫崱嵣崩崏嵛崠①

＜集水井防護柵（奈良県宇陀郡曽爾村）＞

㒊局
木材使⏝㔞㸦㹫

3
㸧

(A)

工事㈝⥲㢠

㸦億円㸧

(B)

工事㈝㸯億円当たり

の木材使⏝㔞(㹫
3
)

(C)=(A)/(B)

基‽値(㹫
3
)

㸦D㸧
㸦C㸧/㸦D㸧

⏕⏘局 107 1.19 90 243 0.4

㎰村振⯆局 162,363 4,168 39 46 0.8

林㔝庁 135,631 1,852 73 99 0.7

Ỉ⏘庁 59 2.98 20 67 0.3

ィ 298,160 6,024 49 69 0.7

事業峕岴岻峵木材峘使用量（H30年度） 298,160m3
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＜林道標識工（北海道紋別郡滝上町）＞

14

農林水産省関係公共⼟木工事峘崎崫崱嵣崩崏嵛崠②

＜視線誘導標（福島県い峹岷市）＞

＜丸太残存型枠（三重県熊野市）＞ ＜木製残存型枠（秋田県五城⽬町）＞

医療施設嵣福祉施設峘崎崫崱嵣崩崏嵛崠
〇公共建築物（低層）峘６割以上峙民間部門岶整備。
峇峘う峋峘約８割峙医療嵣福祉施設。

〇医療嵣福祉分野峕岴岻峵建築物峢峘木材利用峘促進
峼図峵峉峫、医療嵣福祉峇島峈島峘分野峘専門家岵峳成
峵嵗嵤崕嵛崘峼設置峁、木造化嵣木質化事例調査峼実施。

〇「木峼活岵峁峉医療嵣福祉施設崝崌崰」峑建築峕向岻峉
手引岷峮事例集峼公表。

䛂木䜢活䛛䛧䛯医⒪䞉⚟♴施タ䝃䜲䝖䛃䛿䛣䛱䜙→ http://iryofukushi.kennetserve.jp/index.html 15

医療嵣
福祉施設
3.0百万㎡

(82%)

教育用等
0.7百万㎥

(18%)

国 0.2百万㎡ (３%)
都道府県

0.4百万㎡ (７%)

市町村 1.6百万㎡
(27%)

民間嵣個人
3.7百万㎡

(63%)

<低層公共建築物床面積整備主体別割合（H29年度）>
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䕔 森林䜢活䛛䛩㒔市䛾木㐀化推㐍㆟員㐃┕ 䕔森林䜢活䛛䛩㒔市䛾木㐀化推㐍協㆟会

z タ❧䠖令和元年䠑月䠍䠏日
z 会員䠖78 団体䞉企業䠄令和䠎年10月⌧在䠅
z 役員䠖

⌮事(会㛗) 䠄一♫䠅日本林業協会会㛗前⏣┤Ⓩ
⌮事(副会㛗) 䠄一♫䠅日本木㐀⪏火建⠏協会会㛗木村一⩏
⌮事(副会㛗) 䠄株䠅日本政⟇投㈨㖟⾜常務執⾜役員⇃㇂匡史
⌮事䠄一♫䠅全国木材⤌合㐃合会会㛗㕥木和㞝
⌮事全国森林⤌合㐃合会代⾲⌮事会㛗村松二㑻
⌮事䠄一♫䠅日本木㐀住宅⏘業協会会㛗市川晃
⌮事䠄一♫䠅JBN䞉全国工務店協会会㛗大㔝年司
┘事䠄一♫䠅日本治山治水協会専務⌮事津元㢗光
⌮事䞉事務局㛗䠄一♫䠅全国木材⤌合㐃合会副会㛗島⏣泰助

z 活動内容䠖
㆟㐃䛸䛾㒔市䛾木㐀化対⟇䛻㛵䛩䜛意ぢ交換及䜃政⟇䛾実⌧䛻
向䛡䛯せ望䞉働䛝䛛䛡➼

z タ❧䠖平成䠏䠍年䠐月䠍䠔日
z 会員䠖⮬民党国会㆟員109名䠄令和䠎年10月⌧在䠅
z 役員䠖

会㛗 䠖吉㔝 正ⰾ ⾗㆟㝔㆟員
幹事㛗 䠖㔠子 恭之 ⾗㆟㝔㆟員
事務局㛗 䠖小島 敏文 ⾗㆟㝔㆟員
㢳問䠖18名 副会㛗䠖䠓名

z ┠ⓗ䠖
伐期䜢㏄䛘䛶䛔䜛国⏘材䛾一層䛾㟂せ拡大䜢図䜛ほ
Ⅼ䛛䜙䚸㒔市䛻䛚䛡䜛中㧗層建⠏≀䜔㠀住宅分㔝䜈䛾
木㐀䞉木㉁化䜢強力䛻推㐍䛧䚸国家ⓗㄢ㢟䛾地⌫温暖
化㜵止䚸地方創⏕䚸国土強㠌化➼䛾実⌧䜢┠指䛩䛯䜑䚸
㟂せ䛾中核䜢担䛖住宅䞉建タ業⏺䜔供⤥䜢担䛖森林䞉林
業䞉木材⏘業⏺➼䛸一体䛸䛺䛳䛶䚸国䜈政⟇提ゝ䜢⾜䛖

タ❧⥲会䠄平成䠏䠍年䠐月䠅

䜒 䜚 䜎 䛱 䜒 䜚 䜎 䛱

都市峘木造化峼峫岺峵動岷
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民間建築物等峕岴岻峵木材利用促進峕向岻峉懇談会
（通称「崎崫崱嵣崩崏嵛崠嵣崵崫崰嵗嵤崗」）

＜趣旨＞
○ 民間非住宅建築物等峕岴岻峵木材利用峘促進峕向岻、建設事業者、設計事業者峮実際峕岽島
峳建築物峘施主峒峔峵企業岶一堂峕会峃峵懇談会峼開催峁、木材利用峕関峃峵課題峘特定峮解
決方策、木材利用峕向岻峉普及峘あ峴方等峕峎い峐協議、検討峼行い、木材岶利用峁峮峃い環境
峏岹峴、日本全国峕木材利用峼広岼峐い岹崿嵑崫崰崽崑嵤嵈峏岹峴峕取峴組峪。。

＜⽬的＞
① 木造峘崌嵉嵤崠峼
崩崏嵛崠

② 低層非住宅嵣中高
層建築物峼木造峕
崩崏嵛崠

③ 持続可能峔社会峢
崩崏嵛崠

岧崎崫崱嵣崩崏嵛崠嵣崵崫崰嵗嵤崗参加企業ಉ岨（R３.1月時点）
施主

○ （株）崣崾嵛－崌嵔崾嵛嵣崠嵋崹嵛
○ 東京海上日動火災保険（株）
○ 東急電鉄（株）
〇 日本⼟地建物（株）
○ 日本嵆崗崱崲嵓崱嵃嵤嵓崯崋嵛崘崡（株）
〇 野村不動産（株）
○ 崺嵍嵤嵒崫崗(株)
○ （公社）国際観光施設協会
○ （一社）日本崻嵓崪嵛崘協会連合会

行政ಉ
○ 林野庁（事務局）
○ 国⼟交通省住宅局（崒崾崞嵤崸嵤）
○ 全国知事会 国産木材活用PT（崒崾崞嵤崸嵤）
○ 森林総合研究所（崒崾崞嵤崸嵤）

設計事業者
○ （株）久慈設計 ○ （株）日建設計

学経験者
○ 東京都市大学 大橋好光 教授

建設事業者
○ SMB建材（株） ○（株）大林組
○ （株）崟崏嵓崧嵤 ○（株）JM
○ 住友林業（株） ○（株）竹中工務店
〇東急建設（株） ○ 崲崌崡（株）
○ 嵅嵑崡（株）○ 前田建設工業（株）
〇三井嵃嵤嵈（株）○ 三菱地所（株）

○ 崎崫崱崥嵒嵍嵤崟嵏嵛嵣崵崫崰嵗嵤崗(農中ఙ金ಛ）
○（一社）中大規模木造崿嵔崓崫崰技術協会
○（一社）日本崿嵕崠崏崗崰産業協議会
○ 全国森組合連合会
○ （一社）全国木౫組合連合会
〇 （一社）日本業経営者協会

関係団体

17
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日本嵆崗崱崲嵓崱㈱
【取組峘効果等】

ウғҙ・ґェӃジ！
【今後峘取組等】

ウғҙ・ґェӃジ・アクシҷӃ

建設予定店舗峘約50％峑
外装装飾材峨峉峙木造峑峘
建設峕使用

崎崫崱嵣崩崏嵛崠嵣崵崫崰嵗嵤崗峘取組峩峕賛同峁、嵆崗崱崲嵓崱峘
崡崙嵤嵓（規模）峼活用峃峵岽峒峑持続可能峔社会峘実現峼
⽬指峃取峴組峩峼崡崧嵤崰峁峉

発注岵峳竣工峨峑峘期間
峼3嵞月短縮峑岷峉
鉄骨造峒比峣投資崛崡崰峼
削減峑岷峉

嵣平屋建峐店舗峘構造材峕最適峔工法峘検討
嵣木造平屋建店舗峼竣工
嵣効率的峔木造店舗峘開発

嵣外装装飾材峒峁峐国産木材峼使用
嵣国産木材峘使用峼嵉崯崋崊峢発信

18

【取組峘効果】
小規模非住宅峘建物峕岴い
峐峬木造峘嵉嵒崫崰峼認識

比較峼行う中峑、木造峢峘
理解峼深峫峵岽峒岶出来峉

【課題】
施工性（現場施工増）
⇒省人化、工期短縮峼検討

嵣多岹峘嵉嵤崓嵤様岵峳木造店舗峘提案峼い峉峊い峉（6社）
嵣各社提案峼峒峴峨峒峫、多面的峕仕様比較峼実施峁峉

嵣提案峼い峉峊い峉中岵峳、２社峘木造店舗崰嵑崌崊嵓予定
嵣環境峕配慮峁峉木造店舗峑あ峵岽峒峼
岴客様峕峬実感峁峐い峉峊岻峵峲う峔、
内装崌嵉嵤崠変更峬検討中

【今後峘取組等】
木造店舗峘崰嵑崌崊嵓峼実施
課題峘抽出峒標準化峼行う

岽島峨峑店舗峘標準仕様峙崛崡崰、施工性峼優先峁峐岴峴
木造店舗峙嵉嵒崫崰岶あ峵地域峑一部限定峁峐行峍峐い峉。
環境配慮峁峉工法峒峁峐、木造峘可能性峼改峫峐検討

ウғҙ・ґェӃジ！

ウғҙ・ґェӃジ・アクシҷӃ

崛崡崰 工期 施工性 輸送性 環境配慮

軽量鉄骨造 ◎ ○ ○ ○ △

重量鉄骨造 × ○ ○ △ ×

木造 ○ △ △ △ ◎

㈱崣崾嵛‐崌嵔崾嵛嵣崠嵋崹嵛

19
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崺嵍嵤嵒崫崗㈱
【取組峘効果等】

日本初
２h耐火高層木造商業崻嵓

（崷崌崾嵒崫崱）

嵣燃崐嵛崎崫崱峕峲峵12階建峐

嵣燃崐嵛崎崫崱２時間耐火梁

嵣型枠兼仕上岼材峕CLT

ウғҙ・ґェӃジ！

【今後峘取組等】

嵣高齢者施設峘木造化検討
嵣植林

ウғҙ・ґェӃジ・アクシҷӃ

■2030年峕2013年比峑CO2排出量45%削減
■環境経営度調査 不動産業界首位（9年連続）

CSR ⇒ 「地球環境負荷低減」 「林業峘復活」 「地方創生」

銀座８丁⽬開発

■敷地面積 251.98㎡ ■延床面積 2,306㎡
■階数 地上12階/地下1階
■外装崯崞崌嵛 隈研吾建築都市設計事務所
■設計嵣施工 竹中工務店

20

＜日本橋峒峮峨館＞ 東京都中央区

¾ H28年６月竣工
¾ 延峣床面積：約473㎡
¾ 木材使用量：約８㎥
¾ 富山県峘崊嵛崮崲崟嵏崫崿。建具

峮床等峘内装峕富山県産峘崡
崖、崲嵑、崙嵌崕等岶峟峽峊峽峕
使用岿島、上質峔空間峼演出。

内装峘崎崫崱嵣崩崏嵛崠

21

＜JR秋田駅＞ 秋田県秋田市

¾ H29年４月竣工
¾ 木質化面積：約1,700㎡
¾ 木材使用量：約30㎥
¾ 行政嵣大学嵣地元企業岶連

携峁峐、駅、自由通路、待
合嵑崎嵛崠等峼県産材峕峲峵
統一峁峉崯崞崌嵛峑木質化。

＜３×３Lab Future＞ 東京都千代田区

¾ H28年２月崒嵤崿嵛
¾ 延峣床面積：約821㎡
¾ 木材使用量：約129㎥
¾ 新峉峔崻崠崵崡峼生峩出峃拠

点峒峁峐自宅峑峬峔い会社峑峬
峔い崝嵤崱崿嵔崌崡峼創出。内
装峮建具、家具等峕国産木
材峮嵒崝崌崗嵓木材峼活用。

＜Soup Stock Tokyo＞ 東京都新宿区

¾ H24年3月竣工
¾ 店岾峒峕異峔峵産地峘国産

材峼使用。崊崰嵔四谷店峑
峙宮崎県諸塚村峘崗崴崖嵣
崛崲嵑（椎茸峘需要低下
峕峲峴余峍峐峁峨峍峉椎茸原
木）峼壁面嵣崮嵤崾嵓天板
峕有効活用。床峙東北地
方峘崲嵑、椅子峙北海道峘
崳嵔峼使用。
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外構峘崎崫崱嵣崩崏嵛崠

https://love.kinohei.jp/kids/

https://love.kinohei.jp/index.php

22

⼟木分野峘崎崫崱嵣崩崏嵛崠

䠄土木学会Web䜘䜚䠅

䠄木材活⏝地┙対⟇◊✲会Web䜘䜚䠅 23
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暮峳峁峘崎崫崱嵣崩崏嵛崠
楽天峒崛嵑嵄 https://event.rakuten.co.jp/area/japan/woodchange/

峬峍峒崎崫崱嵣崩崏嵛崠
嵕崽崰嵗嵤崗峒崛嵑嵄 「崎崫崱嵣崩崏嵛崠嵣崩嵋嵔嵛崠」
https://loftwork.com/jp/news/2020/11/18_wood-change-challenge

WOOD CHANGE AWARD

3/5（金）崒嵛嵑崌嵛౸ೖ式＆崰嵤崗崌嵁嵛崰

WOOD CHANGE CAMP

WOOD CHANGE Exhibition / WOOD CHANGE Meetup

25
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ᳺウッドデザインចは、ஙのᑣさや価値を再ႆᙸできる
ஙᙌ品やሰཋ、ஙを利ဇしע؏のࣱ化につなげている
取ኵなど、ஙをဇしたಮ々な取りኵみについて、ෞᝲᎍ
Ⴘዴでᘙࢧする制ࡇ。

○ ங利ဇをᡶめるには、供ዅ側からのしつけではなく、らしやᅈ会をᝅかにする
具体ႎなᙌ品・取ኵをෞᝲᎍに੩ᅆすることがٻ事。

○ 。は、4ᲭᲬໜのࣖ募があり、ᲫᲳᲫໜが入ចࡇ࠰ᲰׅႸとなる今。ڼからࡇ࠰2015

崎崫崱崯崞崌嵛賞

●ライフスタイルデザイン部 ථらしの質を高めているものが対象
●ハートフルデザイン部 人の心を௹かにし、身体を健やかにするものが対象
●ソーシャルデザイン部 地域や社会を活性化しているものが対象

⋇૦ണ・૬間・૦౫・部౫分野（店๘･商業施設、オフィス、住宅、公共施設、෫･･内外ಎ౫など）
⋈木ଲષ分野（家、日用品、、ฉ・ᓐ、楽器など）
⋉コミュニケーション分野（イベント・ワークショップ、人౫育成、プロモーションなど）
⋊ૼ・ଢ଼分野（調査・研究、試作品など）

ࣖ募ݣᝋ分

ᘙࢧᢿᧉ

26

峩峽峔峑崎崫崱嵣崩崏嵛崠峁峐
森林峘持続的峔崝崌崗嵓峼

27
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第2部 

木材工学委員会活動報告 
 

土木学会選奨土木遺産受賞記念講演 

上津屋橋（流れ橋）＜時代にあった木橋をめざして＞ 

京都府山城北土木事務所 道路計画課 平松 道亘様  

 

小委員会活動報告 

(1) CO2収支評価研究小委員会 

(2) 木橋研究小委員会 

(3) 木製治山・治水構造物の 

耐久性評価に関する研究小委員会 

(4) 地中使用木材の耐久性と 

耐震性研究小委員会 

(5) 木製建設資材に関する研究小委員会 
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ɥދƷඝ᪃
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y = 4E-05x
R² = 0.2715
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治山治水構造物に関する研究小委員会

活動報告

委員長：野田 龍（秋田県立大学）

2021.3.8 第11回木材利用シ嵛嵅ジウ嵈

委員会嵉嵛バ嵤

氏名 所ര先
委員長 野田 龍 秋田県立大学 木材高度加工研究所
幹事 明石 浩和 京都府
委員 秋田 寛己 防災科学技術研究所
委員 上田 耕大 愛知県森林嵣林業技術セ嵛タ嵤
委員 落合 博貴 （一社）日本森林技術協会
委員 హ川 正 国土防಼技術株式会社

委員 佐々木 信 北海道大学

委員 ແ 和๒ 富山県水産総合技術センター

委員 井 ౘ治 国立研開発法人 研・整備機構

委員 原 ෑ 高知大学

委員 原 ჟ夫 国立研開発法人 研・整備機構

委員 山口 ୬ 長野県業総合センター

委員 田 Ⴗ （株）コシイプレザービング

敬称略、五十音順
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小委員会の活動内容

• 土木構造物への木材利用が進む現在、経年に伴う構造物の
劣化状況嵣安定性を評価することが重要。

• 人の主観に左右されない、劣化診断が必要。

• 簡便かつ安価な劣化診断手法の検討
荷重測定器にド嵑イバ嵤ピ嵛を組み合わせた手法

異なる樹種嵣含水率がピ嵛打ち込み深さに与える
影響を評価する。

荷重測定器ド嵑イバ嵤ピ嵛

ピ嵕ディ嵛（既存の方法、広く使用されている）

荷重測定器＋ド嵑イバ嵤ピ嵛（新たな診断手法）

使用機器
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2000 mm

• 寸 法：φ180～200mm、長さ2000mm
• 試験体：スギ（角嵣丸）、カ嵑嵆ツ（丸）、ヒノキ（丸）、ヒバ（丸）
• 試験体数：各5本×2個 60 mm 60 mm

試験体

スギ（角）
秋田県横手市

スギ（丸）
秋田県横手市

カ嵑嵆ツ
秋田県横手市

ヒノキ
三重県

ヒバ
青森県

実験概要

含水率の変化

水道水中に浸漬

自然乾燥

約50日間継続

気乾状態まで継続

全乾法により含水率測定

実験概要
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• ピ嵕ディ嵛
• 荷重測定器（崿嵑ス、軸径3mm）
• 荷重測定器（嵆イナス、先端幅3mm）

4点の平均値を実験値とする

使用試験機

荷重：150N

荷重測定器ド嵑イバ嵤ピ嵛

実験概要

y = 4.1658ln(x) - 0.3506
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y = 3.1058ln(x) + 5.6143
R² = 0.5779

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0 50 100 150 200

P値
(m

m
)

含Ỉ⋡ (%)

y = 21.57e0.0023x

R² = 0.5557

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0 40 80 120 160 200

P値
(m

m
)

含Ỉ⋡ (%)
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スギ角材

カ嵑嵆ツ丸材 ヒノキ丸材 ヒバ丸材

スギ丸材
N=160 N=160

N=150 N=160 N=150

• 全樹種ともに、Pmax値は打ち止めになる傾向
• スギの場合、未使用材でもP値は30mmを超える

含水率と打ち込み深さ嵤ピ嵕ディ嵛
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プラス マイナス

y = 0.6475ln(x) + 2.3735
R² = 0.206
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プラス マイナススギ角材

カ嵑嵆ツ丸材 ヒノキ丸材 ヒバ丸材
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• 崿嵑スド嵑イバ嵤に比べ、嵆イナスド嵑イバ嵤の方が打ち込み深さは深くなる

含水率と打ち込み深さ嵤荷重測定器＋ピ嵛
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ピ嵕ディ嵛－荷重測定器+ピ嵛の関係
スギ角材

カ嵑嵆ツ丸材 ヒノキ丸材 ヒバ丸材

スギ丸材
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ピ嵕ディ嵛―荷重測定器＋ピ嵛の関係
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荷重測定器＋ド嵑イバ嵤ピ嵛による劣化診断手法

材の形状、樹種が変化しても、劣化診断は可能

荷重測定器に用いるド嵑イバ嵤ピ嵛の適切な先端形状は

スギ 角材 嵣嵣嵣崿嵑スド嵑イバ嵤
スギ 丸材
カ嵑嵆ツ丸材
ヒノキ 丸材
ヒバ 丸材

→木材の形状のみで判断できる可能性がある

嵣嵣嵣嵆イナスド嵑イバ嵤

まとめ
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ࠋࡓࢀࡉ᧔ཤ࡛ࡍڧ

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚࠼ᩍ࡚࠸ࡘ㢖ᗘࡢⅬ᳨ࡿࡍᑐᮌᶫࡢࡇ .3
ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࢆⅬ᳨ᐃᮇⓗࠊ࡞5ᖺẖڧ
ࠋࡿ࠸࡚ࡋⅬ᳨᪥ᖖⓗࠊࡎࡵỴࢆ㢖ᗘ≉ڧ
ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜ࡳࡢሙྜࡿ࠶ࡀሗࡢලྜڧ
ࠋ࠸࡞࠸࡚ࡋࡶఱ≉ڧ

䞉ᮌᶫ䛾⥔ᣢ⟶⌮䛻㛵䛩䜛䜰䞁䜿䞊䝖

4. ୖグࡢⅬ᳨ࡣㄡࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ⾜ࡀ
ࡽ⮬㸦⾜ᨻ⫋ဨ㸧⪅⌮⟶ڧ
እὀඛ⫋ဨࡢ➼ࢺࣥࢱࣝࢧࣥࢥڧ
᪉ڧ

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡆᣲࢆࡇࡿ࠸࡚ࡗᅔ࡚ࡋ㛵⌮⟶ࡢᶫࡢࡇ .5
ヱᙜࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋࢡࢵ࢙ࢳ࡚ࡍࡢࡶࡿࡍ

ࠋ࠸࡞࠸࿘ᅖࡀᑓ㛛ᐙࠊࡀ࠸ࡓࡋㄯ┦ࢆࡇࡿ࠸࡚ࡗᅔڧ
ࠋࡿ࠶Ᏻ࡛ࡀࡢࡃ࠸࡚ࡋ⌮⟶ࠊ࡛࠺ࡑᙅ㐣እຊࡸ⅏ᐖڧ
ࠋ࠸࡞ࡣࡇࡿ࠸࡚ࡗᅔڧ
ࠋࡿ࠶Ᏻ࡛ࡎࡽࢃࡀࡿࡁ࡛⏝Ᏻ࡛ࡲࡘ࠸ᚋڧ
ࠋ࠸࡞࠸࿘ᅖࡀ⪅ᴗࡿࢀࡽࡏ௵࡚ࡋᏳᚰࢆⅬ᳨࣭デ᩿ڧ
ࠋ࠸࡞࠸࿘ᅖࡀ⪅ᴗࡿࢀࡽࡏ௵࡚ࡋᏳᚰࢆලྜᑐᛂࡢ➼ಟ⿵ڧ
ࠋ࠸࡞ࡁಖ࡛☜ࡀ⟭ணࠊࡀ࠸ࡓ࠸⾜ࢆಟᑐ⟇ᕤ⿵ڧ
ࠋ࠸࡞ࡽࢃ࠸ࡼࡤࢀࡍᑐᛂ࠺ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡗࢃࡀࡇࡿ࠶ࡀලྜڧ
࠸࡞ࡁ࡛ࡀࡇ࠺⾜ࢆⅬ᳨࣭デ᩿࡞ᚲせࠊࡾ࠾࡚ࡋ㊊ࡀ⏝㈝ڧ
ࠋ࠸࡞ࡽࢃࡀ࠸ࡼࡤࢀࡍゎ⌮࠺ࢆⅬ᳨࣭デ᩿⤖ᯝڧ
:ࡢࡑڧ

ࠋࡍ࡛࠼⪄࠾࠸ࡋ࡚ࡗ࡞࠺ࡼࡢᑗ᮶ⓗࡣᮌᶫࡢࡇ .6
㸧ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛ࢇ㐍㸦ˢ6-1ࠋ࠸ࡋ࡚ࡗ࠶࡚ࡋᮌᶫࡲࡲࡢࡇڧ
㸧ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛ࢇ㐍㸦ˢ6-2ࠋ࠸ࡓ࠼᭰ࡅᯫᶫࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥࡸ㗰ᶫࡤࢀࡁ࡛ڧ

䞉ᮌᶫ䛾⥔ᣢ⟶⌮䛻㛵䛩䜛䜰䞁䜿䞊䝖
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• ᮌᶫ䛾⌧ἣ䛿䠛

• Ⅼ᳨䛾㢖ᗘ䛿䠛

• Ⅼ᳨䜢ㄡ䛜⾜䛳䛶䛔䜛䛛䠛

0% 50% 100%

Аᄅͳ ԞᬀАᄅ ᥩᜋรὓ

0% 50% 100%

ࠪಔᆌ ͤࠪಔ ͤӃװస ἼἩ

0% 50% 100%
 ؇ཀྵं ๏

䞉ᮌᶫ䛾⥔ᣢ⟶⌮䛻㛵䛩䜛䜰䞁䜿䞊䝖

• 䛣䛾ᶫ䛾⟶⌮䛻㛵䛧䛶ᅔ䛳䛶䛔䜛䛣䛸䠄」ᩘᅇ⟅䠅

䞉ᮌᶫ䛾⥔ᣢ⟶⌮䛻㛵䛩䜛䜰䞁䜿䞊䝖

0 5 10 15 20 25

࿚൦ᡰᄅͤ
࿚൦ඃᒋͤ
ᎻႶណͤᓟ
ገຣͤఠࡠ
ЯΓጛͤ
Яඃᒋͤ
ጣႶͤࠡ
ࠡҹ৯ͤࠡ
ͤ࠹᫇ࡣ
Ἴ
Ἧὀο

49



䞉ᮌᶫ䛾⥔ᣢ⟶⌮䛻㛵䛩䜛䜰䞁䜿䞊䝖

0% 50% 100%

ಗෙἹࠊᏑ ἣ಄Ἒ

• 䛣䛾ᮌᶫ䛿ᑗ᮶ⓗ䛻䛹䛖

䛺䛳䛶䜋䛧䛔䛛䠛

• 䛣䛾䜎䜎ᮌᶫ䛸䛧䛶䛒䛳䛶

䜋䛧䛔⌮⏤䠛

• 䛷䛝䜜䜀㗰ᶫ䞉䝁䞁䜽䝸䞊

䝖ᶫ䛻ᯫ䛡᭰䛘䛯䛔⌮⏤䠛

0 5 10 15 20

หקᆌ
ὼᾸᾡᾰ
ϭऌ
Ἧὀο

0 10 20

Ắᡰᄅ
ොᓟἽ០ᯄ
ϭऌ
Ἧὀο

ᅜᮌᶫ䝃䝭䝑䝖䛾㛤ദ
ᅜ䛾⮬య䛸ᮌᶫ◊✲ᑠጤဨ䛾ඹദ
䞉ᮌᶫ⟶⌮⪅䛾ὶ䛾ሙ
䞉⥔ᣢ⟶⌮➼䛻㛵䛩䜛ሗ

• 2017 in䛴䜛䛯

8᭶24᪥,25᪥ 㟷᳃┴㭯⏣⏫

• 2018 inὠ

9᭶14᪥ ⚟ᓥ┴ὠⱝᯇᕷ

• 2019 inᒾᅜ

12᭶19᪥䠈20᪥ ᒣཱྀ┴ᒾᅜᕷ

ຍ㈡ᕷ䛷㛤ദணᐃ䛰䛳䛯2020inຍ㈡䛿᪂ᆺ䝁䝻䝘䜴䜱䝹䝇ឤᰁᣑ䛾ᙳ㡪䜢⪃៖䛧䛶ᘏᮇ

㭯䛾⯙ᶫ

㭯䞄ᇛ䛾ᗯୗᶫ

㘊ᖏᶫ

ᮌᶫ䝃䝭䝑䝖䛷䛾⌧ᆅ᳨ウ
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CLT䜢ᗋ∧䛻⏝䛔䛯ᶫᱱ⿵ಟ䛻㛵䛩䜛ㄪᰝ◊✲

బ䚻ᮌ㈗ಙ䠖CLT䠄┤㞟ᡂᯈ䠅䛾ᅵᮌ⏝䠈➨75ᅇᖺḟᏛ⾡ㅮ₇ ᮌᮦᕤᏛጤဨ ◊✲ウㄽ

┤㞟ᡂᯈ䠄CLT䠈Cross Laminated Timber䠅

1990ᖺ௦ᚋ༙䛛䜙䜸䞊䝇䝖䝸䜰䜢୰ᚰ䛻㛤Ⓨ䛥䜜䠈ᬑཬ
䛧䛶䛝䛯᪂䛧䛔ᮌ㉁ᮦᩱ

ἺὊἿἕἣở҅ỂỊἅὅἁἼὊἚỉˊஆ૰ểẲềᾒᾛᾣ
ầ̅ỪủẆɶ᭗ޖἥἽỉஙᡯ҄ầᡶỮỂẟỦẇ

ᤂࡁᯈ㸦ࣛࢼ࣑㸧

〇ရࡢᡂ

ྛᒙࢆ┤࡚ࡏࡉ✚ᒙ᥋╔ࡿࡍ

ᤂࡁᯈࢆ୪ࡿ

ᅽ⥾

ᅽ⥾
ᅽ⥾
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https://www.nordic.ca/

13㝵ᘓ䛶䛾䠟䠨䠰ᘓ⠏䠄䜹䝘䝎䞉䜿䝧䝑䜽䝅䝔䜱䠅

বदଲୗदऌॊপऌऩ१ॖ६3قm×12mكभ५ॠCLTঃॿঝ
كળ؟ໝ૦ੵق

3m12m

CLT䛾㍍䛥䜔〇ရ䝃䜲䝈䛾䛝䛥
䠙ᅵᮌศ㔝䛷䛾ά⏝䛾ྍ⬟ᛶ
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CLT䜢⏝䛔䛯ᶫᱱᗋ∧䛾ྲྀ᭰䛘

⦪ᶓ䛻⏕䛨䛯ᗋ∧䜂䜃䜟䜜 ᗋ∧䛾ᢤ䛡ⴠ䛱 RCᗋ∧䛾ᡴ᭰䛘

ᶫᱱ䛾ᗋ∧䛿യ䜏䜔䛩䛔䠊ᑗ᮶䛿ྲྀ᭰䛘䛜ᚲせ䛻䠊

CLTᗋ∧䜢䛳䛶䠈ᗋ∧䜢᪩䛟䠈Ᏻ䛟䠈᪂䛧䛟䠊
ᗋ∧䜢᪂䛧䛟䛩䜛㝿䛻䛿䠈⌧⾜ᇶ‽䠄⮬ື㌴Ⲵ㔜䠅䛻ᑐᛂ䛷䛝䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䠊

୍⯡ⓗ䛺RCᗋ∧䜢⏝䛔䜜䜀䠈Ᏻ౯䛷⪏ஂⓗ䛺ᗋ∧䜢㐀䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䛜䞉䞉䞉䞉

䐟ᗋ∧ཌ䛜ཌ䛟䠈ṚⲴ㔜䛜ቑຍ䛧䠈᱆䛾㈇ᢸ䛜䛝䛟䛺䜛䠊
㍍䛔CLT䛺䜙᱆䛾㈇ᢸ䛜㍍ῶ䛥䜜䜛䠊

䐠25t㌴䛻ᑐᛂ䛩䜛ᚲせ䛜䛒䜚䠈䛥䜙䛻᱆䛾㈇ᢸ䛜䛝䛟䛺䜛䠊
᱆䜢⿵ᙉ䛫䛪䛸䜒䠈25tᑐᛂ䛜ྍ⬟䠊

CLTᗋ∧䛾㍯Ⲵ㔜㉮⾜ヨ㦂

5.6tf䠄2➼ᯘ㐨ᶫ䛾タィⲴ㔜䠅10ᅇ䊻10tf䠄⌧⾜䛾AάⲴ㔜䠅10ᅇ
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䝷䝑䝢䞁䜾䛻䜘䜛CLT䛾⪏ஂᛶᢏ⾡䛾㛤Ⓨ

ᑍἲ䛾䛝䛔CLT䜢〇ရ䛾≧ែ䛷㜵⭉ฎ⌮⸆䛾ຍᅽὀධ䜢⾜
䛖䛣䛸䛿ᐜ᫆䛷䛿䛺䛟䚸CLT䜢ᵓᡂ䛩䜛㔞䛾䝷䝭䝘䜢ฎ⌮䛩䜛䛣䛸
䜒⌧ᐇⓗ䛷䛿䛺䛔䛸⪃䛘䚸䝷䝑䝢䞁䜾ᢏ⾡➼䜢⏝䛔䛯CLT䛾≀⌮ⓗ
䛺⪏ஂᛶᢏ⾡䜢᳨ウ䚹

䝅䝳䝸䞁䜽䝷䝑䝥䜢⏝䛔䛯᪉ἲ

䝷䝑䝢䞁䜾䛾䜲䝯䞊䝆

ᮌᮦ䜢䜙䛥䛺䛡䜜䜀⭉䜙䛺䛔
䠄ᮌᮦ⭉ᮙ⳦䛜⏕⫱䛷䛝䛺䛔䠅
ᮌᮦ䜢䜙䛥䛺䛡䜜䜀≬䜟䛺䛔
䠄ᑍἲኚ䛻䜘䜛⯒ᮦ䛾䜽䝷䝑䜽䜒⏕
䛨䛺䛔䠅

⿕そฎ⌮䛾䜲䝯䞊䝆

• CLT䛾ᾘ㈝ᣑ䜢┠ⓗ䛸䛧䛯ᅵᮌศ㔝䜈䛾ά⏝◊✲
ጤဨ䠄ᴗయ䠖᪥ᮏCLT༠䠅

CLTᘓ⠏ᐇドᨭᴗ䛾䛖䛱CLT➼ᮌ㉁ᘓ⠏㒊ᮦᢏ⾡㛤Ⓨ䞉ᬑཬᴗ䠄ᯘ㔝
ᗇᴗ䠅

CLT䜢ᗋ∧䛻⏝䛔䛯ᶫᱱ⿵ಟ䛻㛵䛩䜛◊✲

2019 ᖺ CLT 䛾ᖺ㛫〇㐀㔞䛿䛚䜘䛭 15,000 m³䛸䛺䛳䛯䚹〇㐀㛤ጞ䛛䜙䛣䛾㛫䚸ᘓ⠏
ศ㔝䛷䛾⏝䜢᥎㐍䛧䛶䛝䛯䛜䚸ᚋ䛥䜙䛻ᾘ㈝ᣑ䜢┠ᣦ䛩䛯䜑䛻䛿䛾ศ㔝䜈
䛾ά⏝◊✲䛜ᚲ㡲䛷䛒䜛䚹䛴䛔䛶䛿䚸ᾏእ䛷䛾⏝ᐇ⦼䛾䛒䜛ᅵᮌศ㔝䛻䛴䛔䛶䚸
ᅜෆ䛷⾜䜟䜜䛶䛔䜛ヨ㦂◊✲䛺䛹䛾ྲྀ⤌䜢ㄪᰝ䞉ᩚ⌮䛧䛶⪃ᐹ䛩䜛䚹
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ᮌᶫ◊✲ᑠጤဨጤဨ

᪤タ䛾CLTᗋ∧ᶫ䛾⪏ஂᛶ
ㄪᰝ䠄2020ᖺ10᭶5᪥䚸6᪥䠅

⛅⏣┴ᕷ
⛅⏣┴ᕷ

⛅⏣┴⛅⏣ᕷ
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㜵ㆤᰙ䛾タ⨨᪉ἲ䛾᳨ウ
䠄⛅⏣┴❧Ꮫ䚸⛅⏣Ꮫ䠅

• ᗋCLT ᵓ㐀䛾ᮌ㐀ᶫ⪏ஂᛶྥୖᢏ⾡䛾㛤Ⓨ䠄ᴗ
య䠖ᒣబᮌᮦᰴᘧ♫䠅

እᵓ㒊䛾ᮌ㉁ᑐ⟇ᨭᴗ䠄⏬ᥦᆺᐇドᴗ䠅䠄ᯘ㔝ᗇᴗ䠅

CLT䜢ᗋ∧䛻⏝䛔䛯ᶫᱱ⿵ಟ䛻㛵䛩䜛◊✲
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ᮌᶫ◊✲ᑠጤဨጤဨ

⿵ಟࡓࡋᙜ

7ᯫ䛡᭰䛘ᑐ㇟䛾㮵ඣᓥ┴ᗇෆ䛾Ṍ㐨ᶫ䠄ᖹᡂ8ᖺ❹ᕤ䠅

57



᪂タᮌᶫ タィ
8

CLT t=120

ᗋᯈ㔥Ṇ䜑⏝㒊ᮦ 105×120

⦕ᯈ

ᯈ

ᗋᯈ࣭ᗋ∧ࡢ୪᪉

ᗋ∧ᅗ

ᗋᯈᅗ

ᗋ⤌ᅗ

11

4000 4000

2000 2000 2000 2000

1500 1500 150015001500

CLTᗋ∧㸦Mx60-5-5㸧

CLTᗋᯈ
㸦Mx60-3-3㸧
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CLTᗋ∧ࡢ⪏ஂᛶྥୖᑐ⟇
12

䜴䝺䝍䞁ᶞ⬡ A♫

䜴䝺䝍䞁ᶞ⬡ D♫ 䝂䝮䝅䞊䝖 H♫

CLTᗋ∧䛾㜵⭉ฎ⌮ᢏ⾡

䠄䝩䜴㓟ሷฎ⌮䛸䝷䝑䝢䞁䜾
䛾ే⏝䚸LSB䛻䜘䜛᥋ྜ䠅

CLTᗋ∧ࡢຍᕤ
13
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CLTᗋ∧䛾㜵⭉ฎ⌮ᢏ⾡

䠄䝩䜴㓟ሷฎ⌮䛸䝷䝑䝢䞁䜾
䛾ే⏝䚸LSB䛻䜘䜛᥋ྜ䠅

㮵ඣᓥ┴ᗇෆ䛾Ṍ㐨ᶫ
䛾ᯫタ䠄2021ᖺ2᭶16᪥䠅
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ᮌᮦᕤᏛጤဨ䞉ᮌᶫ◊✲ᑠጤဨ

䛂᪂䛧䛔ᮌ㉁ᮦᩱ䠖┤㞟ᡂᯈ䠄CLT䠅䛾ᗋ∧⏝䜢⪃䛘䜛䛃

㢟
2019 ᖺ CLT 䛾ᖺ㛫〇㐀㔞䛿䛚䜘䛭 15,000 m³䛸䛺䛳䛯䚹〇㐀㛤ጞ䛛䜙䛣䛾㛫䚸ᘓ

⠏ศ㔝䛷䛾⏝䜢᥎㐍䛧䛶䛝䛯䛜䚸 ᚋ䛥䜙䛻ᾘ㈝ᣑ䜢┠ᣦ䛩䛯䜑䛻䛿䛾ศ

㔝䜈䛾ά⏝◊✲䛜ᚲ㡲䛷䛒䜛䚹䛴䛔䛶䛿䚸ᅵᮌศ㔝䛷䛾㟂せ䛾ᣑ䜢┠ⓗ䛸䛧䛶ᶫ
ᱱ䛾ᗋ∧➼䜈䛾⏝㏵䜢⪃䛘䜛䚹ᮌ㉁ᮦᩱ≉᭷䛾㍍䛥䜔ຍᕤ䛾䛧᫆䛥䜢ά䛛䛧䛯ᅜ
ෆእ䛾CLTᗋ∧䛾᥇⏝䜔ヨ㦂◊✲䛺䛹䛾ྲྀ⤌䛻䛴䛔䛶ヰ㢟ᥦ౪䜢⾜䛔䚸⌧≧
䛾ㄢ㢟䛻䛴䛔䛶᳨ウ䛩䜛䚹

௧3ᖺᗘᅜ㛤ദ䛻క䛖◊✲ウㄽ䠄䠅
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地中ઞ用木౫のິ୲性とິ൜性
ଢ଼小員会
ણ動報ઔ

ഥ和3年3月8日（月）

地中使用木౫のິ久性とິ൜性研究小委員会
末次大࿎（宮崎大学）

ଢ଼小員会の設立ະ຺
地中ઞ用木౫のິ୲性௬に関するଢ଼小員会

• 活動期間：2016年6月～2019年5月（3年間）
• 委員長：原ෑ（高知大）2016～2017，末次（佐賀大）2017～2019
• 地中・水中使用木౫の健全性調査の手引き（案）の作成

2021/3/8 第11回材ཤ༽シンポジウム 2

地中ઞ用木౫のິ୲性とິ൜性ଢ଼小員会
• 活動期間：2019年~2021年度（3年間）
• 地中使用木౫の健全性調査に関する各種データの収集（WG１）
• ใ存マニュアルథの調査と地൜による丸太の被害調査（WG２）

地中使用木౫の健全性調査の方法の整備のಲ続
丸太の基ຊとしての性能や効果に関する調査
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ଢ଼小員会のଡ成メンバー（20名）
員長
末次大࿎（宮崎大学）

ౢ員長
山田郎（港空港技術研究所）

ୌ事
秋田བഞ（防಼科学技術研究所）、三村ྒྷ織（住友林業）

員
水谷ၗ介（ැ松サステック），原ෑ（高知大学），原ჟ夫（森林総
研），田ข明（ೣ和マテリアル），田ေ三（近ྡ量設計），久
保光（福井県），൝木（風），手ౖ大介（ැ松サステック），༴
ౘ一（北武コンサル），中村ඥೣ（地域環境研究所），ඖ田࿖
（飛島建設），森満（北海道総研），吉田໘（福井高専），尾崎
健一郎（ി谷組），西岡英（中ఙ大学），ఓ野和（安藤ハザマ）

2021/3/8 第11回材ཤ༽シンポジウム 3

WG１のણ動内ઍ
ણ動テーマ：

• 地中・水中使用木౫の健全性調査
事例のアーカイブ化

WG1メンバー（12名）
• WG主査：秋田བഞ（防಼科研）
• メンバー：山田，原，ඖ田，水谷，
三村，末次，原，手ౖ，森，吉
田各委員

ણ動内ઍ
• 地中・水中使用木౫の健全性調査
事例や関連研究論文ಉのリスト
化・アーカイブ化

• 健全性調査の手引き（案）
（2019年2月発行）改ၖのための
関連資料の収集と分ෲ

2021/3/8 第11回材ཤ༽シンポジウム 4

公開URL:https://committees.jsce.or.jp/mokuzai10/node/8
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全性調査の事調査と分ෲ

地中・水中使用木౫の健全性調査事例（国内外）
• 健全性調査の方法，用ಥ，土質，地下水位との関係

健全性調査に関連する参考資料リスト（国内外）
• 学術論文，報告書ಉ

2021/3/8 第11回材ཤ༽シンポジウム 5
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健全性調査事ྭリストのྭ（第7回小委員会資ྋよりൊ粋，山田෯委員長作成）

WG２のણ動内ઍ
ણ動テーマ

• 地൜被಼地ಉにおける地中使用木౫の性能評価に関する事例調査

WG２メンバー（12名）
• 主査：尾崎健一郎（ി谷組）
• メンバー：原，末次，水谷，吉田，ඖ田，田，田，久保，ఓ野，
༴，西岡，中村

ણ動内ઍ
• 地൜被಼地における木ቓおよび構造物の被害状況とິ൜性の調査
• 木ቓ基ຊで支えられる現存する（した）構造物の設計書および設計
基準థの調査

2021/3/8 第11回材ཤ༽シンポジウム 6
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木ቓで支持されたଡୗ物の地൜૩調査
地൜ั૾化၎ഄੲ報のઽૐとリスト化

• 学会ಉから発行された಼害調査報告書からの情報ྴ出

地൜૩の分ෲ
• 上部構造物の仕様
• 丸太仕様（末口ྫྷ，長さ，打設間࿒）
• 地൜情報（地൜名，マグニチュード，൜度）
• 地ೕ情報（土質，N値）
• 構造物の被害状況
• ఢ辺地ೕのั状化の状況，など

2021/3/8 第11回材ཤ༽シンポジウム 7

地൜による木ቓ੦ຊଡୗ物の಼分ෲ

2021/3/8 第11回材ཤ༽シンポジウム 8

地震අ害調査リストのྭ（第7回小委員会資ྋよりൊ粋，ඎ崎主査作成）
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木ቓを対とした設計੦థの調査
ૌுにઞ用されていた੦と現行
の設計੦との相ୀ

• ๗直・水平支持機構の考え方
• 地൜時の取りඞい
• 計算モデル，など

設計計事のઽૐ
• 現存する構造物の設計計算書の収集
と整理

2021/3/8 第11回材ཤ༽シンポジウム 9

現存する宮崎県庁舎 宮崎県庁舎の設計施工関࿊資ྋ
（出典：宮崎県：県庁舎建築修繕（五），昭7೧）

今後のણ動予定
調査ଢ଼ણ動

• 健全性調査に関する調査のಲ続実施（WG１）
• 木ቓのິ൜性と設計に関する調査のಲ続実施（WG２）
• 活動成果のとりまとめ（最終年度）

ଢ଼小員会の開ಈ
• ６回/年の開ಈ
• 木౫の地中使用に関する話題提供と意見交換
• 現場見学会（予定）

2021/3/8 第11回材ཤ༽シンポジウム 10
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第11回木౫利用シンポジウム
第2部 木౫工学委員会活動報告
小委員会報告

木製建設資౫に関する
研究小委員会

1

所രメンバー

加藤ஶ
（森総研）

木村 夫
（JRSE）

町田 初男
（ණ馬県）

田 ᎈ
（安藤・間組）

今井 良
（道総研産試）

内ಠ ඤ
（ృ州木౫工業）

ൔ原 མఘ
（長野県）

大本 士郎
（ി谷組）

ຖ間 ც
（地土木研）

新藤 太
（森総研）

田口 
（東急建設）

原田 道ౘ
（東京インキ）

東野 光男
（大組）

དྷ 木子
（日出水道機器）

原 ჟ夫
（森総研）

山口 生
（௭井木౫工業）

吉田 စ
（森総研）

17名（2021年3月現在）

2
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2020年度の主な活動
全国大会の研究討論会

道路付ఝ構造物における木౫利用
最近10年間の状யとこれからのன開

శ住宅分野での木౫利用に関する意調査

外部者・メンバーによる話題提供
木౫利用に関する取組の現状とன望
地方公共団体における木౫利用に関する
現状と課題

3

全国大会の研究討論会

CO2収支小委員会 主ಈ（東洋大・村野先生）
テーマ：木౫利用による気変動和への൴

〜この10年をஷり返る〜
zoomによる開ಈ

4
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国土交通省の木౫に関する統計資料 5

ホームページで
ຘ೧公開

、業区ごとにࣆ
࢘ࡒ༽ྖをॄ計

ཤ༽ྭࣆをࣺਇで
়介

キーワード
ࡒཤ༽、
技ढ़ࠬ

木౫利用は進んでいるか？ 6

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

H1
9年
度

H2
0年
度

H2
1年
度

H2
2年
度

H2
3年
度

H2
4年
度

H2
5年
度

H2
6年
度

H2
7年
度

H2
8年
度

H2
9年
度

H3
0年
度

実
績
䠄
m

3 䠅

国土交㏻省䛾事業別木材利用推㐍状況

公園

河川

㐨㊰

㕲㐨

港湾

69



道路事業の内 7
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木製ガードレールの設置ൊ向 9

試験施工による設置

道のകや೬ህ施設とのಡ設

地域ஷ௪のシンボリックな設置

੫岡県 ශনශIC近のଈಕ 熊ຌ県 JR阿્駅の国ಕ57号交差఼

శ住宅分野での木౫利用に関する意調査結果
10

土木分野における
木౫の利用യ進に
向けた現状པと
課題ྴ出

地方自治体を対象
47都道府県

71



報告書は、学会ホームページで公開
11

年ೡ構成 性別 所ര部౧

29の地方自治体、151名からの回௦

集計結果の要 12
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集計結果 13

90％以上の人が認！

集計結果 14

に比べて、低い認知度
成立からの日数がಢい？
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集計結果 15

導入時よりも供用期間中に課題

木製工作物の設置を࿉げる理由

1年目は全、2年目にྂᄺの進行

16
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土木分野における木౫利用 17
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「使用したくない」は1割だが、
明確な用ಥがないと、進まないതれ大

まとめ 18

「木യ法」施行の効果：あり
地域౫の利用、建ണで特にႀ෩
一方、土木ではாめて限定的

土木での木౫利用：今後もあり
課題はິ久性と強度

土木利用と木౫生産：一ಽの連
ಌ新ఢ期、持続的な全性持

ಲ続的な事例収集や現地調査を実施
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※本誌掲載内ዴの無断転載を禁じます。 

2020Ⴉ度 

土ኪにおけるኪ材のጦዿ拡大に関する横断的研究ሇ告書 

（第 11回ኪ材ጦዿシンポジウム講演ጅ旨集） 

 

ᇨ集・ᄇ行 

 土ኪにおけるኪ材のጦዿ拡大に関する横断的研究会 

  （（一社）႘森፟学会、（一社）႘ኪ材学会、（公社）土ኪ学会） 

 公益社団ሓ人 土ኪ学会 ኪ材工学委員会 

  〒160-0004 東京都新宿区四谷一丁ኬ外濠公園ၾ 

TEL 03-3355-3441(代) 

ᄇ行႘：2021（፭Ꭼ 3）Ⴉ 3月 8႘ 

 

http://committees.jsce.or.jp/mokuzai/ 
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